
 

 

 

抗 議 文 

 

朝鮮民主主義人民共和国 

国務委員会委員長  金 正恩 殿 

 

 貴国は、９月３日、６回目の核実験を実施しました。 

 これまで国際社会は、貴国に対し累次にわたり国連安全保障理事会決

議の完全な遵守を求めるとともに、度重なる核実験や弾道ミサイルの発

射等の挑発行動を非難し、核の放棄を求めてきました。 

今回、国連安全保障理事会の決議や国際社会の強い制止を無視し、再

び核実験を強行したことは、我が国の安全に対する深刻な脅威であり、

国際平和と安全保障に対する重大な挑戦であります。 

 台東区は、平成７年１１月に「台東区平和都市宣言」を行い、世界で

唯一の被爆国民として、世界の恒久平和と核兵器の廃絶を訴えており、

国際平和への切実な願いを踏みにじる核実験実施を断じて容認するこ

とはできません。 

よって、台東区議会は、国際平和並びに区民の生命と財産を守る立場

から、貴国が実施した核実験に対し厳重に抗議し、核開発の即時中止を

強く要請するものです。 

 

平成２９年（２０１７年）９月１１日 

 

       日本国東京都台東区議会議長 河野 純之佐 


